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　コラム

石
川
、高
岡
の
２０
カ
寺
見
舞
う

訪
問
縁
に
報
恩
講

荻
野
総
務

「
被
災
者
の
要
望
に
沿
い
支
援
し
た
い
」

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
ほ
し

い
」
と
答
え
た
。
そ
の
後
、

弘
﨑
組
長
が
住
職
を
務
め

る
法
栄
寺
を
訪
ね
て
被
害

状
況
を
視
察
し
、
当
時
の

様
子
や
門
徒
の
現
状
な
ど

を
聞
い
た
。

　

弘
﨑
組
長
は
「
我
々
が

声
を
上
げ
て
も
、
聞
く
の

と
見
る
の
と
は
大
違
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、

総
務
が
自
ら
来
て
い
た
だ

き
実
際
に
現
状
を
見
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
今
後
の

我
々
の
要
望
も
し
っ
か
り

受
け
と
め
て
い
た
だ
け
る

イ
メ
ー
ジ
を
持
て
た
。
こ

の
１
、
２
週
間
の
間
に
再

び
大
き
な
揺
れ
が
予
想
さ

れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も

い
ま
だ
受
け
入
れ
が
な
さ

れ
て
い
な
い
が
、
我
々
の

友
人
も
い
ろ
ん
な
形
で
応

援
し
た
い
と
い
う
声
が
あ

り
、
待
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
」
と

話
し
た
。

　

同
日
は
こ
の
ほ
か
、
能

高
岡
市
の
不
遠
寺
（
六
浦

恵
秀
住
職
）、 

要
願
寺（
林

史
樹
住
職
）、
善
證
寺
（
古

岡
英
明
住
職
）
、
氷
見
市

の
聖し

ょ
う

万ま
ん

寺
（
安
居
享
昭
住

登
町
の
松
岡
寺
（
波
佐
谷

真
充
住
職
）、高
源
寺
、
珠

洲
市
の
眞
浄
寺
（
野
崎
至

住
職
）、穴
水
町
の
光
琳
寺

（
長
谷
川
逑
麿
住
職
）、真

龍
寺
（
幽
経
一
郎
住
職
）、

法
栄
寺（
比
良
祐
之
住
職
）

を
見
舞
っ
た
。

　

荻
野
総
務
は
「
寺
院
に

関
し
て
は
、
震
災
後
も
な

ん
と
か
し
っ
か
り
と
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
た
。
電
気
も
通

り
つ
つ
あ
り
、
最
終
的
に

水
道
が
通
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
入
っ
て
き
た

り
、
宗
派
も
本
格
的
に
い

ろ
ん
な
お
手
伝
い
が
よ
り

で
き
る
と
思
う
。
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
の
要
望
に
沿

い
な
が
ら
、
も
っ
と
身
近

に
全
体
的
に
支
援
で
き
る

こ
と
が
な
い
か
を
考
え
、

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　

ま
た
１３
日
は
、
七
尾
市

の
光
顕
寺
（
豊
原
峰
学
住

職
）、西
徳
寺
（
井
藤
龍
章

住
職
）、浄
尊
寺
（
勝
尾
考

住
職
）、妙
万
寺
（
西
島
誓

雲
住
職
）、專
正
寺
（
畠
山

公
昭
住
職
）、志
賀
町
の
西

教
寺
（
温ぬ

く

井い

大
信
住
職
）。

　

１４
日
は
高
岡
教
区
の
、

職
）
、
常
尊
寺
（
段だ

ん

證し
ょ
う

誠

也
住
職
）
、
行
忍
寺
（
坂

本
研
資
住
職
）
、
常
通
寺

（
大
川
謙
住
職
代
務
）
を

見
舞
っ
た
。

庫
裏
の
屋
根
が
落
下
し
た
石
川
県
七
尾
市
・
大

乗
寺（
北
藤
誠
應
住
職
）。
こ
の
ほ
か
本
堂
柱
ず

れ
、
白
壁
剥
落
、
経
堂
壁
剥
落
な
ど
の
被
害

山門が倒壊した石川県能登町・松岡寺（波佐谷
真充住職）。このほか庫裏の一部倒壊、内陣の
仏具散乱、土壁剥離などの被害

　

宗
派
は
１
月
１２
日
か
ら

１４
日
ま
で
、
荻
野
昭
裕
総

務
を
石
川
教
区
と
高
岡
教

区
に
派
遣
。
能
登
半
島
地

震
で
特
に
被
害
の
大
き
か

っ
た
石
川
県
珠
洲
市
や
能

登
町
、
穴
水
町
、
そ
し
て

富
山
県
氷
見
市
な
ど
の
２０

カ
寺
を
見
舞
い
、
住
職
や

家
族
ら
か
ら
窮
状
や
要
望

に
耳
を
傾
け
た
。

　

１２
日
早
朝
、
金
沢
別
院

内
に
設
置
し
た
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
荻
野
総
務
と
石

川
教
区
の
中
村
祐
順
教
務

所
長
、
日
谷
照
應
僧
侶
宗

会
議
員
ら
が
出
発
。
レ
ト

ル
ト
食
品
や
飲
料
水
、
生

活
用
水
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

日
用
品
な
ど
を
積
ん
だ
２

㌧
ト
ラ
ッ
ク
と
と
も
に
能

登
町
に
向
か
っ
た
。
自
動

車
専
用
道
路
「
の
と
里
山

海
道
」
を
進
む
と
徐
々
に

路
面
の
ひ
び
割
れ
が
増

え
、
橋
の
両
端
が
隆
起
し

て
い
た
り
、
陥
没
す
る
な

ど
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
転

が
次
第
に
不
可
能
に
。
渋

滞
も
相
ま
っ
て
、
能
登
町

ま
で
通
常
２
時
間
の
と
こ

ろ
５
時
間
を
要
し
た
。
そ

し
て
海
岸
沿
い
に
は
津
波

に
よ
る
流
入
物
が
道
路
を

遮
断
し
て
い
た
。

　

能
登
町
で
は
、
地
元
の

内
浦
防
災
セ
ン
タ
ー
で
周

辺
住
民
２４
人
と
避
難
中
の

鳳ほ
う

珠し
ゅ

組そ

の
弘
﨑
信
正
組
長

夫
妻
を
訪
ね
た
。
荻
野
総

務
ら
は
地
元
が
必
要
と
す

る
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

お
ろ
し
、「
今
後
必
要
な
物

資
は
あ
り
ま
す
か
」
と
声

を
掛
け
る
と
、
弘
﨑
組
長

は
「
皆
さ
ん
が
避
難
所
の

床
で
寝
て
い
る
た
め
、
段

復旧支援隊の現地調査による被害状況

七
尾
市
・
浄
尊
寺（
勝
尾
考
住
職
）前
の
道
路
は
マ
ン

ホ
ー
ル
が
約
７０
㌢
隆
起
し
、
軽
自
動
車
し
か
通
れ
な

い
状
態
。全
員
で
手
分
け
し
て
支
援
物
資
を
運
ん
だ

玄
関
の
梁
が
落
下
し
た
石
川
県
七
尾
市
・
勝
円

寺（
瞿
曇
學
　
住
職
）。
こ
の
ほ
か
鐘
楼
倒
壊
、

本
堂
の
厨
子
倒
壊
、
欄
間
落
下
な
ど
の
被
害

穴
水
町
・
光
琳
寺（
長
谷
川
逑
麿
住
職
）の
本
堂

　

本
堂
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
氷
見
市
の
常
尊
寺

は
、
荻
野
総
務
の
見
舞
い

訪
問
を
縁
に
、
本
尊
を
移

し
た
庫
裏
で
報
恩
講
を
営

ん
だ
。
同
寺
衆し

ゅ

徒と

・
段
證

武
邦
さ
ん（
５１
）は
「
予
定

し
て
い
た
法
要
を
営
む
か

悩
ん
で
い
た
が
、視
察
を

縁
に
開
く
こ
と
に
し
た
。

被
災
し
た
門
徒
さ
ん
た
ち

も
お
参
り
さ
れ
、大
変
喜

ん
で
お
ら
れ
た
」と
話
す
。

　

法
要
後
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

カ
レ
ー
の
炊
き
出
し
を
行

い
、
コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に

参
拝
者
に
振
る
舞
っ
た
。


